
▲代表施設：平良港マリンターミナル

▲構成施設：パイナガマビーチ

▲中島靖開発建設部長から下地敏彦市長へ登録証を交付▲設置者として挨拶する下地敏彦市長
左上／来賓祝辞を述べる儀間光男参議院議員
左下／来賓祝辞を述べる島尻安伊子大臣補佐官
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「みなとオアシスひらら」
「みなとオアシスいしがき」が

新規登録されました
【開発建設部】

み
な
と
オ
ア
シ
ス
と
は
？

　

国
土
交
通
省
港
湾
局
で
は
、
地
域
住
民

の
交
流
や
観
光
振
興
を
通
じ
た
地
域
活
性

化
に
資
す
る
「
み
な
と
」
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、
住
民
参
加

に
よ
る
地
域
振
興
の
取
り
組
み
が
継
続
的

に
行
わ
れ
て
い
る
施
設
を
「
み
な
と
オ
ア

シ
ス
」
と
し
て
登
録
し
て
お
り
、
平
成
15

年
か
ら
こ
れ
ま
で
に
１
１
５
箇
所
の
施
設

が
登
録
さ
れ
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。（
平
成
30
年
7
月
16
日
現
在
）

■「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」に
登
録
さ
れ
る
と

　
み
な
と
オ
ア
シ
ス
標
章
の
使
用
や
国
土

交
通
省
、
沖
縄
総
合
事
務
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
な
ど
の
広
報
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
み

な
と
オ
ア
シ
ス
を
構
成
す
る
港
湾
施
設
を

整
備
す
る
場
合
は
社
会
資
本
整
備
交
付
金

の
優
先
的
な
配
分
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対

応
し
た
施
設
の
場
合
に
は
観
光
庁
の
訪
日

外
国
人
旅
行
者
受
入
基
盤
整
備
事
業
な
ど

の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
み
な
と
オ
ア
シ
ス
全
国

協
議
会
へ
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
全
国

の
み
な
と
オ
ア
シ
ス
と
連
携
し
た
取
り
組

み
が
可
能
と
な
り
、「
み
な
と
オ
ア
シ
ス

S
e
a
級
グ
ル
メ
全
国
大
会
」
へ
の
参
加

な
ど
全
国
規
模
の
催
し
で
地
元
の
み
な
と

を
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
と

し
て
も
活
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
み
な
と
オ
ア
シ
ス
が
担
う
役
割

・
地
域
住
民
、
観
光
客
、
ク
ル
ー
ズ
旅
客

な
ど
の
交
流
及
び
休
憩
機
能

・
地
域
の
観
光
及
び
交
通
に
関
す
る
情
報

提
供
機
能

・
そ
の
他（
災
害
時
の
支
援
、
商
業
機
能
）

■
み
な
と
オ
ア
シ
ス
の
構
成
施
設

・
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
地
元
産
品
の
販
売

飲
食
店
・
文
化
交
流
施
設
な
ど

■
み
な
と
オ
ア
シ
ス
の
設
置
者・運
営
者

・
地
方
公
共
団
体（
港
湾
管
理
者
含
む
）や

N
P
O
団
体
、
協
議
会
な
ど

　

こ
の
度
「
平
良
港
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ

ル
」
を
代
表
施
設
と
す
る
「
み
な
と
オ
ア

シ
ス
ひ
ら
ら
」
が
全
国
１
１
６
箇
所
目
、

「
ユ
ー
グ
レ
ナ
石
垣
港
離
島
タ
ー
ミ
ナ

ル
」
を
代
表
施
設
と
す
る
「
み
な
と
オ
ア

シ
ス
い
し
が
き
」
が
全
国
１
１
７
箇
所
目

の
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
と
し
て
国
土
交

通
省
港
湾
局
長
が
登
録
し
、
活
動
を
開
始

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
７
年

ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
回
数
が
１
３
２
回
で
全

国
第
５
位（
石
垣
港
）、
同
じ
く
１
３
０
回

で
第
６
位（
平
良
港
）と
上
位
に
ラ
ン
キ
ン

グ
し
、
ま
す
ま
す
賑
わ
い
を
見
せ
る
両
港

に
お
い
て
、
地
域
住
民
の
交
流
促
進
や
観

光
の
拠
点
と
し
て
、
今
後
も
「
み
な
と
」

を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
ひ
ら
ら
」の
紹
介

　
　

「
み
な
と
オ

ア
シ
ス
ひ
ら

ら
」
は
平
成

５
年
６
月
に

宮
古
島
市
に

よ
っ
て
整
備

さ
れ
た
「
平

良
港
マ
リ
ン

タ
ー
ミ
ナ
ル
」

を
代
表
施
設

と
し
、
宮
古
島
市
各
方
面
へ
の
路
線
バ
ス

の
結
節
点
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
沖
泊
寄

港
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト

が
浮
き
桟
橋
を
利
用
し
て
上
陸
す
る
場

所
と
な
っ
て
お
り
、
臨
時
C
I
Q
（
税

関
・
出
入
国
管
理
・
検
疫
）手
続
き
や
観

光
案
内
、
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
る
な
ど
、
ク
ル
ー
ズ
観
光
の
拠
点
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
周
辺
は
無
料

W
i

-

F
i
ス
ポ
ッ
ト
が
整
備
さ
れ
、
旅

客
の
満
足
度
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
夏
に
開
催
さ
れ
る
「
平
良
港
み

な
と
フ
ェ
ス
タ
」
は
多
く
の
人
々
で
賑
わ

う
な
ど
、
市
民
と
観
光
客
の
交
流
拠
点
、

情
報
発
信
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
ひ
ら
ら
」

の
構
成
施
設
で
あ
る
「
パ
イ
ナ
ガ
マ
ビ
ー

チ
」
は
「
平
良
港
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
」

か
ら
徒
歩
５
分
程
度
に
位
置
し
、
宮
古
島

の
ビ
ー
チ
の
中
で
も
最
も
市
街
地
に
近
い

こ
と
か
ら
、
多
く
人
々
に
利
用
さ
れ
て
お

り
、
毎
年
６
月（
旧
暦
５
月
４
日
）に
は
航

海
安
全
と
豊
漁
を
祈
願
す
る
伝
統
行
事

「
ハ
ー
リ
ー
（
海
神
祭
）」
が
開
催
さ
れ
、

地
元
住
民
や
観
光
客
の
交
流
拠
点
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

◎
登
録
証
交
付
式

　
７
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
「
平
良
港
み

な
と
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
8
」
に
お
い
て
、

島
尻
安
伊
子
沖
縄
担
当
大
臣
補
佐
官
、
儀

間
光
男
参
議
院
議
員
ら
多
く
の
ご
来
賓
参

列
の
も
と
、
み
な
と
オ
ア
シ
ス
登
録
証
の

交
付
式
が
行

わ
れ
ま
し

た
。

　

式
で
は
、

登
録
者
で
あ

る
国
土
交
通

省
港
湾
局
長

に
代
わ
り
中

島
靖
内
閣
府

沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
長
か
ら
下
地

敏
彦
宮
古
島
市
長
へ
登
録
証
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
交
付
を
受
け
た
下
地
市
長
は
、
登
録

に
対
し
て
感
謝
の
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

今
回
の
登
録
を
励
み
に
、
今
後
見
込
ま
れ
る

ク
ル
ー
ズ
需
要
に
し
っ
か
り
と
対
応
で
き
る

よ
う
関
係
機
関
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
祝
辞
を
述
べ
た
島

尻
安
伊
子
大
臣
補
佐
官
か
ら
「
今
回
の
登

録
は
平
良
港
周
辺
と
一
体
化
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
契
機
と
な
り
、
宮
古
島
の

観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て

平
良
港
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ

と
が
、
今
後
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
ま
す
。

内
閣
府
と
し
て
引
き
続
き
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い

り
た
い
」
と
の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

交
付
式
で
は

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
地
元

竹
の
子
保
育
園

の
園
児
が
元
気

い
っ
ぱ
い
の
演

舞
で
式
に
花
を

添
え
、
関
係
者

に
よ
る
記
念
撮

影
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、

同
日
開
催
さ
れ

た
「
み
な
と
フ
ェ

ス
タ
2
0
1
8
」

で
は
海
上
巡
視

※「みなとオアシス」の関連情報につい
ては下記URLからもご覧いただけます。

・国土交通省港湾局HP
ht tp://www.ml i t .go.jp/kowan/
kowan_tk1_000001.html
・一般社団法人ウォーターフロント協会HP
ht tp : //w w w.wate r f ron t .o r.jp/
oasisu/index.html

標　章
（シンボルマーク）
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▲上/構成施設　石垣港旅客船ターミナル
左上/代表施設　ユーグレナ石垣港離島
ターミナル
左下/構成施設　新港地区緑地（南ぬ浜緑
地公園）

▲中島靖開発建設部長から中山義隆市
長へ登録証を交付

▲船上ステージにて記念撮影

▲右上/設置者として挨拶する中山義隆市長
右下/来賓祝辞を述べる島尻安伊子大臣補佐官
左上/来賓祝辞を述べる儀間光男参議院議員
左下/来賓祝辞を述べる伊波洋一参議院議員

▲上／海の生き物タッチプール　下／園児とともに記念撮影

みなと
オアシス
ひらら

みなと
オアシス
いしがき

みなと
オアシス

なは

みなと
オアシス
あざま

みなと
オアシス
もとぶ

船
「
み
や
こ
」
の
船

内
見
学
や
平
良
港

の
今
昔
写
真
展
、

海
の
生
き
物
タ
ッ

チ
プ
ー
ル
や
水
上

バ
イ
ク
試
乗
な
ど

様
々
な
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
設
置
さ

れ
、
多
く
の
親
子

連
れ
が
訪
れ
賑
わ

い
ま
し
た
。

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
い
し
が
き
」の
紹
介

　
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
い
し
が
き
」
は
平

成
18
年
12
月
に
石
垣
市
に
よ
っ
て
整
備
さ

れ
た
「
ユ
ー
グ
レ
ナ
石
垣
港
離
島
タ
ー
ミ

ナ
ル
」
を
代
表
施
設
と
し
、
竹
富
島
・
西

表
島
・
小
浜
島
・
黒
島
な
ど
周
辺
離
島
航

路
の
拠
点
と
な
っ
て
お
り
、
地
元
住
民
の

暮
ら
し
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
と
し
て
、
さ

ら
に
は
観
光
客
の
移
動
の
結
節
点
と
し
て

年
間
２
０
０
万
人
を
超
え
る
人
々
が
利
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
型
ク
ル
ー
ズ

船
が
沖
泊
寄
港
す
る
際
は
、
テ
ン
ダ
ー

ボ
ー
ト
に
よ
る
上
陸
場
所
と
し
て
活
用
さ

れ
て
お
り
、
八
重
山
圏
域
の
観
光
振
興
を

支
え
る
玄
関
口
と
し
て
、
一
年
を
通
し
て

多
く
の
利
用
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
い
し
が
き
」
の
構

成
施
設
で
あ
る
、「
石
垣
港
旅
客
船
タ
ー

ミ
ナ
ル
」
は
石
垣
港
新
港
地
区
に
位
置

し
、
ク
ル
ー
ズ
船
専
用
岸
壁
と
し
て
本

年
４
月
21
日
に
暫
定
供
用
さ
れ
、
７
万

ト
ン
級
ま
で
の
ク
ル
ー
ズ
船
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
同

じ
く
構
成
施
設
の
「
新
港
地
区
緑
地
」

は
「
南
ぬ
浜
町
緑
地
公
園
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
お
り
、
毎
年
夏
に
開
催
さ
れ

る
「
南
の
島
の
星
ま
つ
り
」
は
夏
の
風

物
詩
と
し
て
定
着
し
、
多
く
の
市
民
、

観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

◎
登
録
証
交
付
式

　

７
月
16
日
に
開
催

さ
れ
た
「
2
0
1
8

石
垣
港
み
な
と
ま
つ

り
」
に
お
い
て
、
島

尻
安
伊
子
沖
縄
担
当

大
臣
補
佐
官
、
儀
間

光
男
参
議
院
議
員
、

伊
波
洋
一
参
議
院
議

員
ら
多
く
の
ご
来
賓
参
列
の
も
と
、
み
な

と
オ
ア
シ
ス
登
録
証
の
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
「
み
な
と
の
夕
べ
」
と
題
し
て
行
わ

れ
た
船
上
ス
テ
ー
ジ
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
冒
頭
で
行
わ
れ
た
交
付
式
で
は
、
は

じ
め
に
登
録
者
で
あ
る
国
土
交
通
省
港

湾
局
長
の
ご
挨
拶
を
中
島
靖
内
閣
府
沖

縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
長
が
代
読

し
、
そ
の
後
、
来
賓
の
皆
様
よ
り
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

儀
間
光
男
参
議
院
議
員
は
「
沖
縄
県
、

八
重
山
圏
域
は
島
嶼
で
あ
る
が
故
に
、
港

湾
、
空
港
の
重
要
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

今
後
、
ア
ジ
ア
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て

一
層
重
要
な
役
割
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

登
録
を
機
に
石
垣
港
が
ま
す
ま
す
地
域
に

親
し
ま
れ
る
港
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま

す
。」
と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
中
島
靖
沖
縄
総
合
事
務
局
開

発
建
設
部
長
か
ら
中
山
義
隆
石
垣
市
長
へ

登
録
証
が
手
渡
さ
れ
、
登
録
証
を
受
け

取
っ
た
中
山
市
長
は
「
物
流
の
玄
関
口
で

あ
り
、
全
国
で
も
有
数
の
外
航
ク
ル
ー
ズ

船
の
寄
港
地
と
し
て
賑
わ
い
の
あ
る
石
垣

港
に
お
い
て
、
今
後
も
利
用
者
へ
の
適
切

な
情
報
提
供
や
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
な
ど
を

通
し
て
、
ま
す
ま
す
地
域
や
観
光
客
に

親
し
ま
れ
る
「
み

な
と
オ
ア
シ
ス
」

に
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

登
録
証
交
付
式

に
引
き
続
き
、
ス

テ
ー
ジ
で
は
地
元

バ
ン
ド
や
八
重
山

民
謡
ラ
イ
ブ
が
行

わ
れ
、
多
く
の
市

民
や
観
光
客
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

沖
縄
み
な
と
オ
ア
シ
ス

　
今
回
の
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
ひ
ら
ら
」・

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
い
し
が
き
」
の
登
録

で
県
内
の
み
な
と
オ
ア
シ
ス
は
５
箇
所
と

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
み
な
と
オ
ア

シ
ス
で
は
地
域
住
民
と
観
光
客
の
交
流
促

進
や
情
報
発
信
を
は
じ
め
、
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
賑
わ
い
創
出
な
ど
、
住
民
参

加
に
よ
る
「
み
な
と
」
を
核
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
み
な
と
オ
ア
シ
ス
も
と
ぶ（
本
部
港・水
納
港
）

　

沖
縄
本
島
北
部
に
位
置
し
、
本
部
港

渡
久
地
地
区
、
本
部
地
区
、
水
納
港
の

各
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
、「
ア
ジ
マ
ー
も
と

ぶ
」、「
谷
茶
公
園
」、「
も
と
ぶ
マ
ー
ケ
ッ

ト
」、「
も
と
ぶ
元
気
村
」
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
部
港
に
は
官
民
連
携
に
よ
る

国
際
ク
ル
ー
ズ
拠
点
の
整
備
も
進
め
ら
れ

て
お
り
、
沖
縄
北
部
観
光
の
拠
点
と
し
て

期
待
さ
れ
る
み
な
と
オ
ア
シ
ス
で
す
。

◎
み
な
と
オ
ア
シ
ス
あ
ざ
ま

　（
中
城
湾
港
安
座
真
地
区
）

　

沖
縄
本
島
南
部
の
東
海
岸
に
位
置
し
、

「
あ
ざ
ま
サ
ン
サ
ン
ビ
ー
チ
」
を
中
心

に
、
体
験
滞
在
交
流
セ
ン
タ
ー
「
が
ん

じ
ゅ
う
駅
・
南
城
」、「
海
の
館
・
イ

ノ
ー
」「
安
座
真
船
待
合
所
」、「
知
念
岬

公
園
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
琉
球
開

闢
神
話
が
残
る
神
の
島
「
久
高
島
」
へ
の

拠
点
で
あ
る
「
安
座
真
船
待
合
所
」
は
久

高
島
住
民
を
は
じ
め
、
多
く
の
観
光
客
に

利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
あ
ざ
ま
サ
ン

サ
ン
ビ
ー
チ
」
に
は
約
年
間
６
万
人
を
超

え
る
人
々
が
訪
れ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

◎
み
な
と
オ
ア
シ
ス
な
は（
那
覇
港
）

　
沖
縄
最
大
の
玄
関
口
で
あ
る
那
覇
に
設

置
さ
れ
た
オ
ア
シ
ス
で
、「
那
覇
ク
ル
ー

ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
を
代
表
施
設
と
し
、

「
那
覇
ふ
頭
旅
客
待
合
所
」、「
波
の
上

ビ
ー
チ
」、「
波
の
上
う
み
そ
ら
公
園
」、

「
若
狭
海
浜
公
園
」、「
三
重
城
小
舟

溜
」、「
泊
い
ゆ
ま
ち
」、「
と
ま
り
緑
地
」

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
ク

ル
ー
ズ
船
寄
港
回
数
が
２
２
４
回
と
全
国

第
３
位
と
な
っ
た
那
覇
港
の
周
辺
に
点
在

す
る
各
施
設
で
は
年
間
を
通
し
て
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
観
光
・
交
流
の

拠
点
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

開
発
建
設
部
港
湾
計
画
課
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